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 西宮市立中央病院電気供給業務 仕様書 

 

本仕様書は、西宮市立中央病院で使用する電気の供給について定めたものである。 

 

１．供給対象 

(１) 対象建物    西宮市立中央病院 

(２) 供給場所    西宮市林田町８番２４号 

(３) 業種及び用途  病院 

 

２．受電設備の概要 

(１) 電気方式      交流３相３線式 

(２) 標準電圧      ６，６００Ｖ 

(３) 計量電圧      ６，６００Ｖ 

(４) 標準周波数     ６０Ｈｚ 

(５) 受電方式      １回線受電 

(６) 発電設備（末記に詳細を記載） 

   定格出力     ― 

   台数       ― 

   用途       ― 

   定格電圧     ― 

   発電方式     ― 

   系統連係の有無  ― 

(７) 非常用自家用発電設備 

   定格出力     ５００ＫＶA 

   台数       １台 

   用途       非常用 

   定格電圧     ６，６００V 

   発電方式     ガスタービンエンジン 

   系統連係の有無  無 

(８) 蓄熱槽       なし 

(９) 高周波対策      進相コンデンサ（高圧・低圧） 

(10) その他        なし 

 

３．予定契約電力及び予定使用電力量 

（１） 予定契約電力（常時電力） 

１３００ｋＷ 

（契約上使用できる最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計量される値がこれ

を越えないものとする。） 

なお、契約電力については年度ごとに双方協議のうえ決定するものとする。 
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（２） 予定使用電力量（１年分） 

4,904,000ｋＷｈ 

（３）予定力率 

   １００％（平均） 

   （各月の力率は実測値によるものとする。） 

 

４．供給期間 

令和３年（2021 年）４月１日０時から令和７年（2025 年）３月３１日２４時とする。 

 

５．供給期間中の各月の電力使用計画 

別表１ 参照 

 

６．需給地点 

需要場所における西宮市の構内引込み第 1 柱上の開閉器電源側接続点とする。 

 

７．電気工作物の財産分界点 

需給地点に同じとする。ただし、取引用計量装置は、一般送配電事業者（旧一般電気事業者）

の所有とする。 

 

８．保安責任分界点 

電気工作物の財産分界点に同じとする。 

 

９．供給の方法 

西宮市立中央病院で使用する電気を需要に応じて全量供給するものとする。 

 

10.検針日及び計量 

  検針日は毎月１日とし、１日に検針を行うことができない場合は、翌日以降に行うものとす

る。計量は、計量装置により記録された値によるものとする。なお、使用電力量の単位は、1Kwh

とし、その端数は小数点以下第１位で四捨五入する。 

 

11.料金体系 

料金制度は、基本料金と電力量料金に基づく二部料金制とする。 

 

12 料金の計算 

毎月の電気料金は、次の（１）から（２）に掲げる料金を合算した額とし、消費税及び地 

方消費税額を含む。 

（１） 基本料金 

（電力基本料金単価×契約電力×（１８５％－力率（％））－固有の割引額） 

固有の割引額は、電力供給会社の定める算出方法による。 

（２）電力量料金等 
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（電力量料金単価×使用電力量－固有の割引額±燃料費調整単価×使用電力量） 

固有の割引額は、電力供給会社の定める算出方法による。 

燃料費調整単価は、当該地域を管轄するみなし小売電気事業者（旧一般電気事業者） 

の適用する燃料費調整単価による。 

（３） 再生可能エネルギー発電促進賦課金 

再生可能エネルギー発電促進賦課金は、当該地域を管轄するみなし小売電気事業者 

（旧一般電気事業者）が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）による。 

 

13.力率 

力率は、その１ケ月のうち毎日 8 時から 22 時までの時間における平均力率とし、その算定

式は下記のとおりとする。 

なお、単位はパーセント（％）とし、小数点以下第１位を四捨五入する。ただし、瞬間力率

が進み力率となる場合には、その瞬間力率は 100％とする。 

【算定式】 

平均力率（％）＝有効電力量÷ （有効電力量）
2
＋（無効電力量）

2
 ×１００ 

 

14.支払方法 

  電力供給会社は検針後速やかに前月分の電気料金の支払いを請求するものとし、病院は当該

請求書が適法であると認めたときは、検針日の翌日から 30 日以内にその電気料金を支払うこ

ととする。 

 

15.電気の安定供給 

 （１）電力供給会社は電気の安定供給を図ること。ただし、以下の場合、電気の供給を中止し、

または電気の使用を制限し、若しくは中止の申し出が出来る。 

  ア．電気の需給上やむを得ない場合 

  イ．電力供給会社の電気工作物に故障が生じ、または故障が生じるおそれがある場合 

  ウ．電力供給会社の電気工作物の修繕、変更その他の工事上やむを得ない場合 

  エ．非常変災の場合 

  オ．その他保安上必要がある場合 

（２）一般送配電事業者（旧一般電気事業者）の送電線を使用して電気を託送により供給して

いる場合、（１）ア～オに関して、当該一般送配電事業者（旧一般電気事業者）との接続

供給契約で安定供給を図ること。ただし、当該一般送配電事業者（旧一般電気事業者）が

供給の中止または制限を申し出るときはこの限りでない。 

 

16.供給電力の環境配慮条件 

  電力供給会社は、二酸化炭素排出係数、未利用エネルギーの活用、再生可能エネルギーの導

入状況及び環境マネジメントシステムの導入、西宮市内における環境活動への参画と協働、需

要家への省エネルギー・節電に関する情報の取組について、別紙「適合証明書」に掲げる項目

の評価合計が７０点以上であること、また、電源構成及び二酸化炭素排出係数の開示及び算定
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期間を明示することとし、契約期間中もその条件を維持すること。また、その適合証明書を正

副２通作成し提出すること。 

 

17.報告書類等 

  電力供給会社は、毎時の使用電力量を毎月報告すること。ただし、毎時の使用電力量を計量

できない場合、報告内容は協議によるものとする。 

 

18 その他 

（１）入札価格算定時の力率は１００％とすること。 

  （２）入札価格算定時には、燃料費調整額、再生可能エネルギー発電促進賦課金及びアンシ

ラリーサービス料金は考慮しないこと。 

  （３）力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供

給条件については、当該地区を管轄する一般送配電事業者（旧一般電気事業者）が定め

る電気供給条件（特別高圧・高圧）によるものとする。 

  （４）事故等が発生した場合の連絡体制を確立させておくとともに、本院が指定する連絡先

へ指示・報告ができるようにしておくこと。 

  （５）契約期間中における予定使用電力量を契約年間使用量とし、年間の実績使用量が契約

年間使用量に対し、一定水準に達しない場合でも料金の追加請求を行わないこと。 

  （６）料金その他を計算する場合の端数処理は次のとおりとする。 

   ア 合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨てる。 

   イ 消費税及び地方消費税相当額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨

てる。 

  （７）本仕様書に記載なき事項については、当該地域を管轄する一般送配電事業者（旧一般

電気事業者）が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）に準ずるものとし、受給者・供

給者両社に置いて協議する。 

 

 （８）発電設備について 

（系統連係なし） 

発電設備は以下のとおり 

No ﾒｰｶｰ名 型 式 製造番号 
電圧 

(kV) 
発電方式 用途 

定格出力 

（kVA） 

設 置 

年月日 
備 考 

１ 
ヤンマー

(株)  

AT600S×

500KVA 

HB－ 

0176301 
6.6 GT 非常用 500 H29.6 

 

 

（系統連係あり） 

供給設備に電気的に接続している発電設備は以下のとおり 

No ﾒｰｶｰ名 型 式 製造番号 
電圧 

(kV) 
発電方式 用 途 

定格出力 

（kW） 

設 置 

年月日 
備 考 

 なし   
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19.添付資料 

別表１ 月別予定使用量 

別表２ 月別実績使用量 

以  上 
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月別予定使用電力量                             別表１ 

（単位：kWｈ） 

区 分 2020年度 

2021年 4月 339,000 

5月 386,000 

6月 458,000 

7月 503,000 

8月 529,000 

9月 467,000 

10月 380,000 

11月 348,000 

12月 379,000 

2021年 1月 387,000 

2月 355,000 

3月 373,000 

計 4,904,000 

  うち、夏季分（7～9 月分）      1,499,000 

   その他部分             3,405,000 

 

 

 

 

 


